
 

 

 

プレスリリース 

香港 | 2023年 3月 25日 

 

アートバーゼルは、活況なセールスと好調な来場者数の報告を受ける中、再び勢いを増す

香港カルチャーシーンとアジアにおけるアート市場のハブとしての香港のその重要な役割

を示し、2023年度の香港フェアを閉幕致しました。 

 

• 2023 年度のアートバーゼル香港は、アジアをはじめとする世界各国のコレクター

への好調なセールスと新たな才能の発掘を示し、2023年 3月 25日（土）に閉幕

しました。   

• 2019 年以来最大規模となるフェアは、全 5日間を通して世界中から 86,000人の

来場者を迎えました。 

• また、最近オープンした M+や香港故宮文化博物館など、来場者は香港の活気ある

カルチャーシーンや文化施設が展開する力強いプログラムも体験することができ

ました。 

• 177軒の参加ギャラリーによるブース展示に加え、大型インスタレーション作品に

特化したエンカウンターズ部門や、キャビネット、フィルム、カンバセーション

ズなど、その全ての部門が復活を果たしました。 

• UBSをグローバルリードパートナーとするアートバーゼル香港は、香港コンベン

ション＆エキシビションセンター（HKCEC）において 2023 年 3月 23日から 3

月 25日まで、内覧会は 3 月 21日と 3月 22 日の日程で開催されました。 

 

アートバーゼルは開催期間の全てを通して活況なセールスを記録し、香港におけるフェア

開催 10周年となる今年、変わらず繁栄するそのアートシーンを記念する 2023年度の香港

フェアを終了しました。2019年以来初めて香港コンベンション＆エキシビションセンター

（HKCEC）の 2 フロアにわたって開催された今回のフェアには、2022 年の 130軒から大

幅に増加した 177軒のギャラリーを世界中から迎え、エンカウンターズ、フィルム、キャ

ビネット、カンバセーションズを含むその全ての特別部門が復活を果たしました。パンデ

ミックの影響を受け休止していた 42軒のギャラリー陣の参加の再開、そして 22軒のギャ

ラリーが今回初参加しています。エンカウンターズでは当フェアで初めて、香港パシフィ

ックプレイスにおいて、エイウォル・エリズクによるツタンカーメン王の大型彫刻作品の

展示も実現しました。この作品はベン・ブラウン・ファインアーツによる主催の元、オフ

サイト・エンカウンターズ部門のオフィシャルパートナーであるスワイヤ・プロパティー

ズ による後援で公開されています。 

 



 

フェアには 70カ国・地域から有力なプライベートコレクターが来場し、香港で展開され

る多様な文化も体感されました。また、ニューサウスウェールズ美術館（シドニー）、M+

（香港）、森美術館（東京）、リウム・サムスン美術館（ソウル）、ロサンゼルス・カウ

ンティ美術館、シドニー現代美術館（シドニー）、国立近現代美術館（ソウル）、上海外

灘美術館（ロックバンド）美術館（上海）、サーペンタインギャラリー（ロンドン）、テ

ート（ロンドン）、ソロモン R. グッゲンハイム美術館（ニューヨーク）、ウフィツィ美

術館（フィレンツェ）、UCCA現代美術センター（北京）など 100を超える国際的な美術

館や施設から、美術館館長やキュレーター、支援者らも同様に参加しています。 

 

アジアとアジア太平洋地域の優れた美術品を幅広く紹介することに注力した当フェアは、

香港に展示スペースを持つ 33軒のギャラリーを含む、参加ギャラリーの 3 分の 2がアジ

ア地域に展示スペースを有しています。中国本土や日本、韓国、台湾から出展したギャラ

リーは引き続きその強い存在感を示し、インドや東南アジアからのギャラリーも魅力的な

ブースを展開し来場者を魅了しました。 

 

HKCEC会場外においては、M+によるコミッション、アートバーゼル・UBSの支援の元、

ピピロッティ・リストによる新たなサイトスペシフィック映像作品『Hand Me Your Trust

（信頼を委ねて）』が M+のファサードに展示され、香港市民や世界から訪れた来場者を

魅了しました。リスト独特の鮮やかな色彩と自由なカメラワークを駆使した同作は、世界

的に有名な香港のビクトリア・ハーバー沿いの起伏に富んだ建築で展開され、香港の都市

景観のもつ躍動感を反映したものとなりました。 

 

また、香港アートセンターでのフィルム部門は、マルチメディアアーティストでプロデュ

ーサーのリー・ゼンフォアがキュレーションを担当した 29のビデオ作品に加え、アジア

における重要な非営利ビデオアート団体であるビデオテージとゴースト 2565がキュレー

ションした特別上映などのパブリックプログラムも実施されました。ライターで編集者の

ステファニー・ベイリーがキュレーションを担当したカンバセーションズでは、アートと

心の健康についてやフェミニズムを超えた連帯、サイノ・フューチャリズム（中華未来主

義）以降のアート、カントポップとパフォーマンスなど、15 のラウンドテーブルと 85人

を超える登壇者による対話が行われました。フィルム部門とカンバセーションズプログラ

ム全て無料で一般公開されています。 

 

アートバーゼル香港・ディレクターであるアンジェル・シヤン＝ルは以下のようにコメン

トしています。 

 

「香港におけるパンデミック対策解除後、初めて開催されたフェアとなりましたが、会場

や街中に満ちた活力の高さは並外れたものでした。香港中のギャラリーやアートコミュニ

ティが開催期間の１週間を通して昼夜を問わず、来場者への魅力的な文化プログラムの提

供に尽力下さったことに心から感謝しています。私たちのフェアは、地域における香港の



 

重要な役割を強化し、アジアと世界のアートシーンの架け橋として比類なきものとなって

いると思います。」 

 

また、アートバーゼルの CEO、ノア・ホロウィッツは以下のようにコメントしています。

「3年間のパンデミックに伴う困難を乗り越え、今週、香港でグランドオープンを迎える

事が出来ました。我々のフェアを通して、香港がこの地域文化の頂点であることが改めて

再確認されたと思います。香港、中国本土、アジア全域、そしてさらに遠方からもコレク

ターが集まり、新しい世代のコレクターや世界的な美術機関の開設によって、地元のアー

トシーンの並外れた成長と活力を目の当たりに出来たことは素晴らしいことでした。香港

のアジアを代表するアート市場のハブとしての揺るぎない地位と、世界的な取引における

重要性が改めて証明されたと考えています。」 

 
 

世界各国からフェアへ復帰したギャラリーや新規参加ギャラリー陣からは以下のようなコ

メントが寄せられています: 

 

香港は活気に満ちていて、新型コロナ感染症規制緩和による活力を至る所で感じることが

できます。フェアの初日にはアジアにおけるコレクターやキュレーター、支援者らのその

知識と洗練さを目の当たりにし、直に対面することの重要さを改めて実感しました。この

地域の著名なパブリックコレクションやプライベートコレクションに素晴らしい作品をお

さめることが出来、とても嬉しく思っています。 

マーク・パヨー、プレジデント、ハウザー＆ワース (香港、ロンドン、ロサンゼルス、ニ

ューヨーク、サマーセット、チューリッヒ、グシュタード、サンモリッツ、モナコ、メノ

ルカ島) 

 

今回初参加となりましたが、初日に作品全てを完売することが出来たことに感動していま

す。素晴らしい財団や個人コレクションに作品を収蔵することが出来ました。会場には明

らかに活気が満ち溢れており、来場者は再びフェアに戻って来れたことに喜びを感じてい

たように思います。当フェアに参加するまでは、デジタル上でのやりとりしかしていなか

った人たちと、ようやく直接会うことができたのも喜ばしいことでした。香港や中国本土

は元より、韓国、日本、タイ、シンガポール、バングラデシュの方々と新たに出会うこと

ができました。また、実際に会ったことのないロンドンからの方々との繋がりも出来まし

た。来年もまた参加したいと考えています。 

グレース・スコフィールド、共同ディレクター、ユニオン・パシフィック (ロンドン) 

 

フェア開催期間の香港は活力に満ち溢れていました。アートバーゼル香港は大変な賑わい

を見せ、3年ぶりに顧客陣に会えたことを嬉しく思っています。また、香港の優れた美術

館やギャラリーの活動を称える場にもなりました。M+においては、その建築と高い水準の

キュレーションを極めた傑出した美術館であることに驚かされました。フェア開催期間に

おいて国内外に重要な印象を与えたと思います。 



 

セイディ・コールズ、オーナー・ディレクター、セイディ・コールズ HQ (ロンドン)  

 

我々のいわゆる Aリスト顧客の全ての方々が一堂に香港に集結したのを目撃したのは今回

が初めてです。グレーターベイエリアやそれ以外の地域からの多くの新しい中国人コレク

ターに出会い事が叶い、ネットワークを広げ、同時に窮地の友人達を迎え入れることもで

きました。コレクターの方々は以前に増して知識や眼識を深めており、それはフェア期間

を通した好調な売り上げにも反映されています。非常に刺激的な一週間となり、街全体が

活力に包まれていました。 

ヘンリエッタ・ツイ・レオン博士（Henrietta Tsui-Leung）、CEO 兼共同創業者、Ora-

Ora（香港） 

 

初回のアートバーゼル香港から参加している我々は、過去 10年間その成長を共に体験し

て来ました。新型コロナ感染症を経て開催された当フェアが活気に満ちたものであったこ

とも驚くに至りませんでした。新たに韓国のコレクションに作品をおさめ、既存の観客や

新たな若い世代のコレクターや支援者とも出会うことが出来ました。今年の来場者の活気

は、まるでおもちゃ屋にいる子供のようでした！香港に戻ってくることが叶いとても満足

しています。 

ジェイド・Y・トゥラーニ、創設者・ディレクター、ピー・アートワークス (イスタンブー

ル、ロンドン) 

 

アートバーゼル香港が本格的に復活しました。旧友との再会や新たな出会いが、フェアの

賑わいと興奮を更に高めています。ブースで展示した 3 人のマレーシア人アーティスト

に、積極的な関心と興味がみられたことは、非常に嬉しいことでした。 

リチャード・コー、創設者、リチャード・コー・ファインアート (シンガポール、クアラ

ルンプール、バンコク) 

アートバーゼルが本格的に復活し、香港のアートシーンの復活を祝うことができ、大変嬉

しく思っています。フェア会場や街中で国や世代を超えた参加と熱気は、他に類を見ない

ものでした。ジャンルや地域を超えた幅広い世界を示した我々の展示にも多くの関心を寄

せられました。多くの卓越した作品群を個人コレクターや美術機関におさめる事が叶い非

常に喜ばしく感じています。ビープルによる "S.2122 "は、中国・南京の Deji Art Museum

（德基美术馆））の常設コレクションとなりました。 

レベッカ・ウェイ、LGDR＆ウェイ・共同創設者兼会長、LGDR（ニューヨーク、ロンド

ン、パリ、香港） 

 

ここ数年、香港において信じ難い光景をまのあたりにしてきた私たちは、香港のアートシ

ーンが再び前向きな活気に満ちてきたことを嬉しく思います。フェア期間中、ギャラリー

ブースで展示したアーティストらの作品は、複数の機関やプライベートコレクターに蒐集

され、大きな成功を収めました。そして中国本土、東南アジア、アメリカ、ヨーロッパか



 

らのコレクターと再会できたことを嬉しく思っています。香港が国際的なアート界の重要

な出会いの場であることは間違いなく、アートバーゼル香港はその中で非常に重要な役割

を担っています。 

ヴィヴィアン・ハー、エグゼクティブ・ディレクター香港、タン・コンテンポラリー・ア

ート (北京、香港、バンコク、ソウル) 

 

ギャラリーによる全コメントについては こちら をご参照下さい。 

 
 

文化施設パートナー 

アートバーゼルは、1aスペース、アジア・アート・アーカイブ、ジアン・カルチュラル・

カウンシル（ACC） 、香港アートセンター、香港アートギャラリー協会、CHAT - （チャ

ット/ Centre for Heritage, Arts and Textile） 、香港オープン・プリントショップ、パラサ

イトといった香港の非営利団体のネットワークにも特別ブースを提供しています。また本

年、アートバーゼルは香港大学美術博物館・美術館、香港浸会大学視覚芸術院、香港中文

大学美術館など、地元の大学にもその支援を拡大しています。 

 
 

編集者の皆様へ 

 
アートバーゼルについて 

1970年、バーゼルのギャラリストたちによって設立されたアートバーゼルは、近現代アー

トを紹介する世界随一のアートフェアを、バーゼル、マイアミビーチ、香港、そしてパリ

で開催しています。開催 都市と地域によってそれぞれのフェアには独自性がうまれ、それ

は参加ギャラリーや展示作品、また各 回毎に地元機関とのコラボレーションの元同時開催

されているプログラム内容にもあらわれています。アートバーゼルの役割はアートフェア

の領域を超えて拡大しており、新しいデジタルプラットフォームやアートバーゼルと UBS

によるグローバル・アートマーケット・リポート並びにインターセクションズ: アートバ

ーゼルポッドキャストなど多くの新しいイニシアチブを展開しています。 詳しくは 

artbasel.com をご参照下さい。 

 
パートナーズ 

UBS & コンテンポラリーアート 

アートバーゼルのグローバルリードパートナーである UBSは、長年にわたり現代アート並

びにアーティストの支援を続けてきました。同社は世界的に最も優れた企業アートコレク

ションのひとつに数えられるコレクションを保有しており、アートバーゼルのグローバ

ル・リードパートナーシップを通じて、また「アートバーゼル・UBS｜グローバルアート

マーケットレポート」の共同発行者として、アート市場おける国際的な対話促進に務めて

います。UBS はまた、世界の主要な美術機関やイベント、アートフェアの支援にも取り組

んでいます。同社は UBS コレクターサークル並びに UBS アートアドバイザリーの活動を

通じて、アートマーケットや蒐集、レガシープランニングに関する知識を顧客に提供して

います。UBS による現代アートへの取り組みの詳細については ubs.com/art をご参照下さ

い。 

 

https://egnyte.suttoncomms.com/dl/kbusav8pkb
http://artbasel.com/
http://ubs.com/art


 

アートバーゼルのアソシエイトパートナーは、オーデマ ・ピゲです。同社の現代アートコ

ミッショニングプログラムである「オーデマ ・ピゲ・コンテンポラリー」は、アーティス

トと協働し、まだ実現していない作品制作の支援を通して彼らの新たな実践に貢献してい

ます。アートバーゼルはまた、BMW、ラ・プレーリー、ルイナール、サンロレンツォ、

Onによる支援も受けています。 

 
アートバーゼル香港は、香港政府観光局、ザ・マッカラン、ザ・ペニンシュラ、クインテ

センシャリー、ローズウッド香港、シャングリラ・グループ、そしてスワイヤ・プロパテ

ィーズ（太古地產）の支援も受けています。また、アートバーゼルのグローバルメディア

パートナーはフィナンシャルタイムズです。パートナーシップについての詳細は 

artbasel.com/partners をご覧下さい。 

 
今後のアートバーゼル開催予定 

バーゼル、 2023年 6月 15日-18日  

Paris+ par アートバーゼル、2023年 10月 19日-22日 

マイアミビーチ、 2023年 12月 7日-9日  

香港、 2024年 3月   

 
オンラインプレス情報 

プレス情報、画像は artbasel.com/press から直接ダウンロードしていただけます。  

報道関係者はメディアメーリングリストにご登録いただくと、アートバーゼルの情報を受

け取ることができます。  

 
アートバーゼルに関する最新情報は artbasel.comをご覧下さい。Facebook ページは

facebook.com/artbasel、またインスタグラム・ツイッター・Weibo・Wechat は @artbasel 

にてフォローして頂けます。 

 
プレス担当 連絡先  

 
アートバーゼル｜Fay Pang 

電話 +852 2575 8487、press@artbasel.com  

 
アジア向け PR 担当  

SUTTON｜ Carol Lo 

電話  +852 2528 0792、carol@suttoncomms.com  

 
欧州向け PR 担当  

SUTTON｜Joseph Lamb 

電話 +44 7715 666 041、joseph@suttoncomms.com 

 
南北アメリカ、中東、アフリカ向け PR 担当 

FITZ & CO｜Yun Lee 

電話 +1 646 589 0920、ylee@fitzandco.com 
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http://mp.weixin.qq.com/s/fSYlwBu6dW37EZ1qbRg-nw
mailto:press@artbasel.com
mailto:carol@suttoncomms.com
mailto:ylee@fitzandco.com

